
　皆さま、新年にあたって何を願っていらっしゃいますか。
　私は、まず弁護士としては当然のことではありますが、依頼者
に対して、常に質の高い法的サービスを提供して参りたいと考えて
います。そのために、事務所の創設以来の歴史と未来に責任を
負う弁護士として、私と共に働く若い弁護士の法律事務に対して
も十分指導し、将来にわたって質の高い法律事務が提供できる
よう努力したいと考えています。
　また弁護士会や、弁護士政治連盟、その他の公益的な団体
の職務についても引き続き尽力して参ります。
　趣味の宝塚は、新しい年も、同好の皆さんとますます広く深く絆
を強めて活動して参ります。昨年末、星組の「ベルリン、わが愛」
という作品を観ました。舞台は第二次大戦前のドイツ、無声映画
からトーキーへと移り変わる中で、活動する映画人たち。そこへ忍
び寄る、プロパガンダとして映画を利用しようとするナチスの黒い影。
映画を愛し、大衆の文化としての映画を守ろうとする映画人たちの
戦い。作品は、そこで終わりますが、実際のドイツにはその先の歴
史があります。この作品の中でナチスへの協力者として登場する
映画人「レニ・リーフェンシュタール」、この実在する人物が、ナチス
の国威発揚映画、ベルリンオリンピックの「民族の祭典」等を作る
ところへと繋がって行くのです。
　新しい年、第二次大戦後の我が国の70年の平和的な文化の
自由な伝統が、ナチスドイツと軌を一にした戦前の日本に戻ることの
ないよう、私たち主権者国民が、深く、そして賢く考える年にしな
ければならないと思います。
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　私は、1980（昭和55）年に弁護士登録し、三年間、「山本忠義
法律事務所」～「山本・泉法律事務所」にお世話になりました。山
本忠義先生は、私の事務所在籍中に日本弁護士連合会の会長
に就任され、事務所を守る泉信吾先生を入れた事務所名となり
ました。
　泉信吾先生は、新潟県立高田高校の先輩であるとともに、私
の兄雅治の同級生です。泉先生は高校時代、私の家にも遊びに
来ましたので、まだ小学生だった私をはじめ、兄弟4人とも親交
があり、私のことを実の弟のようにかわいがってくれました。山本
忠義事務所に入ったのも泉先生の縁ですし、私が、その後弁護
士会の活動に積極的に参加するようになったのも、山本先生、
泉先生の縁です。
　また、私は学生運動を経験したことから、事件をやることを通
して、または事件と離れても、弁護士会活動や、社会的に意義の
ある活動をしたいと考えていましたが、事務所は全く自由な雰囲
気で何の束縛もなく、自由にさせていただきました。こんな雰囲
気の事務所で、事件処理も自由にやらせてもらったことが、今日
の私の弁護士魂の礎となったと思っています。
　事務所は、西新宿の京王デパートの真向かいにありました。入
所決定後、泉先生にちょっと京王へ行こうと連れられて、そこで
オーダーメードのかなり高級な生地でスーツを仕立ててもらうと
いうプレゼントをいただいたことを今でも覚えています。
　事務所は、山本先生、泉先生、寺島秀昭先生と4名でしたが、
いつも一緒に食事をしたり飲みに行ったりしていました。先輩と

一緒ですと、すべて先輩が持つという
風習で、銀座のクラブや新宿の料理
店など、かなりの無銭飲食の恩恵に
浴しました。
　今は、弁護士の世界でも、こんな風
習は薄れて来たのでしょうが、私はこ
の恩返しは少しでも後輩のためにと
いう思いでやっています。事務所はずいぶんと大きくなりました
ので同じようには行きませんが、事務所に入所した新人弁護士、
私の事件を担当している若手弁護士、あるいは弁護士会で活動
している後輩たちへ、その恩返しという意味で、時々食事会など
開催するようにしています。
　もし、この読者の中に、私の食事会で恩恵に浴した人がいた
ならば、泉先生にも感謝していただければ幸いです。
　この勤務弁護士時代に、いくつかの顧問会社ができました。
その一つに財閥系の不動産会社がありますが、その出発点は高
校の同級生の紹介から始まったものでした。
　そのような訳で、弁護士としての出発点も、この後独立する訳
ですが、その仕事の主要な柱も、もとを正せば、高校の先輩・同
輩・後輩という人の繋がりから生まれたものでした。
　今改めて、山本事務所の先輩、そして「弁護士になりました」と
いう高校の同級生に送った一通の挨拶状から復活した高校時
代の仲間たちとの交流に感謝しています。
　次回は「伊藤茂昭法律事務所」時代です。

編集後記 ： 『白い雲』は、伊藤茂昭法律事務所の開設と同時に創刊し、今年で 35 年目に入ります。当初
は B5 判でミニコミ誌のような内容でした。誌面には多くの知人・友人の方にも登場あるいは寄稿していただ
きました。今回、愛好会の若手弁護士のお二方に記事をお願いしました。再び、伊藤茂昭に関係してくださ
っている多くの方を繋ぐ冊子となれば、と思っています。また、事務所の歴史も、回を分けて振り返ってまい
ります。今後もご愛顧のほどよろしくお願い致します。　　  　　　　　　　　　　　編集人  伊藤真理子
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　舞台は出演者の発信する表現が観客を感動させ盛り上がる。

一方観客席のノリや涙が発信され、その相互交流が出演者の

演技を一層迫真のものに駆り立ててゆく。このように感動的な

舞台は観客席とステージが一体化して生まれて行くものである。

　ところで、今回ご紹介するのは、観客が舞台上の裁判劇の裁

判員として評議を行うという最初から観客が出演者と一体とな

って参加するという舞台である。まず舞台と言っても100人程度

の小劇場なので、高いステージと区切られた観客席があるわけ

ではない。いわば一つのホールの奥をステージとしてその一番

奥に裁判官がおり、一般の法廷と同じように、バーがあり、傍聴

席から観る舞台は正面に裁判官、左側に検察官席、右側に弁護

側席がある。検察官と弁護士が裁判官の方を向いて弁論をする

のは同じである。違うのは裁判官をぐるりと取り囲むように舞台

上にテーブルが8つほど配置され、観客はそのテーブルに座り裁

判官と同じ方向から訴訟手続きを見る。実際の法廷では一般の

有権者から選ばれた6人の裁判員が裁判官の左右に並ぶが、こ

の法廷は舞台上狭しというように70～80人の裁判員が並んで

いるのである。

　裁判は、被告人が入廷し、裁判長が観客に対し刑事裁判の無

罪の推定の原則などを説明したのち、起訴状朗読から法廷劇と

して始まる。

　観客は7～8人ずつのグループに分かれ裁判員として法廷を見

つめる。

　私が観劇した日の法廷は、殺人罪の成否。DVにあっている妻

が夫を包丁で刺し、殺したという検察側の主張。これに対し、

DVの結果、精神疾患により、自殺をしようとしたところ、夫が止

めようとしてもみ合いになり、包丁が刺さり死亡してしまった、

という弁護側主張。殺人か、傷害致死か、過失致死か、無罪か、

証拠調べ前に裁判官役が各テーブルで観客の裁判員と評議に

より争点を整理する。証人に聞きたい内容を裁判官役が代わっ

て尋問する。そして、判決前の評議。実際の法律の定めにしたが

って、通常過半数によるが、過半数以上の意見がなく分かれた

ときは、最も重い刑罰を選択した人数から、次に重い刑罰を選

択した人数を加えていき、その人数が全体の過半数に達したと

きの刑の量定を、その判決の内容とする。各テーブルで議論し

て出た結論を一人の裁判員の意見として、テーブルの数の裁判

員がいると想定し、もう一度評決を行う。そしてそれを元に判決

が言い渡される。

　評議の結果による何種類かの判決が事前に準備されてい

る。検察官、弁護人、被告人にはそのそれぞれに対応した脚本が

準備されている。

　見終わって、プロの目から見てもなかなかよくできた裁判劇で

あり、刑事裁判を身近に感じてもらうためにも、多くの方に観て

ほしいと思った作品である。

　私のテーブルでは、法学部の学生と思われる裁判員たちが積

極的に議論を戦わせていた。私は身分を明かさず、黙って聞いて

いた。それにしても、同じ演技を観ているにもかかわらず、有罪

無罪も刑の量定も思った以上に意見の差が大きい。

　さて、私がこのような観客参加型裁判員劇を観るきっかけ

は、事務所の小林弘実（芸名 岡本弘実）さんが、役者としてオー

ディションを受け、「まごころ18番勝負」というこの劇団のお芝

居に出演したことである。稽古場をのぞかせていただき、脚本・

演出の待山さんにお会いし、危険運転致死傷罪と、強制性交

等致死傷罪の二つの作品のお稽古をみせていただいた。

　そして本番は、先ほどの殺人罪。待山さんは脚本では佐藤佐

吉賞「最優秀脚本賞」をはじめ数々の賞をおとりになっていると

のことで、なるほど法曹の目から見ても立派な作品と感嘆した

次第である。

　私たち弁護士会も関与した司法制度改革、刑事手続きでは

裁判員裁判が実現した。国民の司法参加が今後も主権者国民

の間に定着して行くこと、そんなことにも役立ちそうな、観客参

加型のお芝居として十分に楽しませていただいた。

　次は、観客の裁判員でなく、情状証人役や贈収賄の被告人役等

をやってみたいものである。しかし妻からはきつく止められている。

　私の医学部時代の友人の著書
を紹介します。
　彼は、NHKの「プロフェッショナ
ル　仕事の流儀」で紹介された、大
腸内視鏡検査・治療のプロです。
陥凹型がんを早期発見して早期治
療することこそが大腸がんを撲滅
することになると、それまでの学会
の常識に挑戦し、そしてその治療
を実践してきました。
　彼は、通常20分はかかると言われる検査と治療を平均3分で正確
に実行します。陥凹型はそもそも見えにくいそうなのですが、私は彼
の研ぎ澄まされた集中力と常人を超えた独特の能力、例えばプロの
囲碁棋士には、盤面に黒石と白石を10個ずつおいた状況が瞬時に
判断できるような能力があるように、何か消化器の内壁を観察した
ときに極めて微少な凹凸が瞬時に判断できるような特殊な才能が
あるのではないかと思います。
　こんな彼は、世界を飛び回り、60カ国以上の大学や学会、病院で
講義や指導を行い、医師を育てる活動もしています。
　数多くの医学の論文を海外を含めて発表している彼が、全く別のジ
ャンルの人生の生き方について書いた本を幻冬舎から出版しました。
　先日行われた彼の出版記念パーティには私も駆けつけ、挨拶をさ
せていただきました
　彼の人生は、大樹に寄らず、自身の考えを一本道で貫くというとこ
ろから生まれています。タイトルに逆境とありますが、第三者から観
れば逆境と見える状況を、彼自身は逆境と感ずることもなく乗り切
ってきたと思います。
　そんなことで、この本の191～192ページに、学生運動に没頭した
同級生が医学部から法学部に入り直し、弁護士になったことが書か
れていますが、友人として私のことに触れてくれたことを感謝してい
ます。
　出版記念パーティで、私の挨拶中に、彼が急に壇上に上がり、私
のことを改めて出席者のみなさんにご紹介してくれました。
　彼の本の中に出てくる彼の四つの言葉を、弁護士である私に置き
換えてここに記して結びとしたいと思います。

①「医療とは患者さんのために存在する」
 「弁護士業務は依頼者のために存在する」
②「世界一の医療を提供する」
 「日本一の弁護士業務を提供する」
③「患者さんに驚きと感動を与える」
 「依頼者に驚きと感動を与える」
④「笑顔をモットーとする」（これは、医師と弁護士共通です）

逆境の中で
咲く花は美しい
昭和大学医学部特任教授
横浜市北部病院消化器センター長
工藤進英  著

幻冬舎  定価：本体1200円＋税

「神の手」を持つ医師は、
稀代のはみ出し者だった。

【a】
殺人罪の証人尋問「ゲネプロの一コマ」
本番は、傍聴席にも観客が並ぶ

【b】
証人尋問 小料理屋のおかみ
事務所の女優「岡本弘実さん」

【a】 【b】
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第20回
日弁連業務改革シンポジウム
東京大学本郷キャンパスで開催され、
私は三会実行委員会委員長を務めました。

Sept.

09

Nov.

22

南紀白浜Aug.

26
2015年の東京三会、大阪、愛知の各弁護士会
執行部のみなさんで、南紀白浜に旅行しました。

アドベンチャーワールドのパンダ

円月島

研修会の様子

開会の挨拶 樽開き

懇親会・マグロ解体ショー 実行委員会中心メンバーと事務局の
慰労会

シゲニー・イートンの
推薦図書＆出版記念パーティ

Web版「白い雲」
活動日誌より~2017年後半~

観客が裁判員として一緒に考える
裁判員裁判劇「汝、公正たれ」

春秋会会員委員会研修会
「一人事務所から始めて」
独立の際の留意点、経費共同事務所と収入共同事務
所の差異など、質問にも答えながらお話ししました。

工藤進英さん（左）と私
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　舞台は出演者の発信する表現が観客を感動させ盛り上がる。

一方観客席のノリや涙が発信され、その相互交流が出演者の

演技を一層迫真のものに駆り立ててゆく。このように感動的な

舞台は観客席とステージが一体化して生まれて行くものである。

　ところで、今回ご紹介するのは、観客が舞台上の裁判劇の裁

判員として評議を行うという最初から観客が出演者と一体とな

って参加するという舞台である。まず舞台と言っても100人程度

の小劇場なので、高いステージと区切られた観客席があるわけ

ではない。いわば一つのホールの奥をステージとしてその一番

奥に裁判官がおり、一般の法廷と同じように、バーがあり、傍聴

席から観る舞台は正面に裁判官、左側に検察官席、右側に弁護

側席がある。検察官と弁護士が裁判官の方を向いて弁論をする

のは同じである。違うのは裁判官をぐるりと取り囲むように舞台

上にテーブルが8つほど配置され、観客はそのテーブルに座り裁

判官と同じ方向から訴訟手続きを見る。実際の法廷では一般の

有権者から選ばれた6人の裁判員が裁判官の左右に並ぶが、こ

の法廷は舞台上狭しというように70～80人の裁判員が並んで

いるのである。

　裁判は、被告人が入廷し、裁判長が観客に対し刑事裁判の無

罪の推定の原則などを説明したのち、起訴状朗読から法廷劇と

して始まる。

　観客は7～8人ずつのグループに分かれ裁判員として法廷を見

つめる。

　私が観劇した日の法廷は、殺人罪の成否。DVにあっている妻

が夫を包丁で刺し、殺したという検察側の主張。これに対し、

DVの結果、精神疾患により、自殺をしようとしたところ、夫が止

めようとしてもみ合いになり、包丁が刺さり死亡してしまった、

という弁護側主張。殺人か、傷害致死か、過失致死か、無罪か、

証拠調べ前に裁判官役が各テーブルで観客の裁判員と評議に

より争点を整理する。証人に聞きたい内容を裁判官役が代わっ

て尋問する。そして、判決前の評議。実際の法律の定めにしたが

って、通常過半数によるが、過半数以上の意見がなく分かれた

ときは、最も重い刑罰を選択した人数から、次に重い刑罰を選

択した人数を加えていき、その人数が全体の過半数に達したと

きの刑の量定を、その判決の内容とする。各テーブルで議論し

て出た結論を一人の裁判員の意見として、テーブルの数の裁判

員がいると想定し、もう一度評決を行う。そしてそれを元に判決

が言い渡される。

　評議の結果による何種類かの判決が事前に準備されてい

る。検察官、弁護人、被告人にはそのそれぞれに対応した脚本が

準備されている。

　見終わって、プロの目から見てもなかなかよくできた裁判劇で

あり、刑事裁判を身近に感じてもらうためにも、多くの方に観て

ほしいと思った作品である。

　私のテーブルでは、法学部の学生と思われる裁判員たちが積

極的に議論を戦わせていた。私は身分を明かさず、黙って聞いて

いた。それにしても、同じ演技を観ているにもかかわらず、有罪

無罪も刑の量定も思った以上に意見の差が大きい。

　さて、私がこのような観客参加型裁判員劇を観るきっかけ

は、事務所の小林弘実（芸名 岡本弘実）さんが、役者としてオー

ディションを受け、「まごころ18番勝負」というこの劇団のお芝

居に出演したことである。稽古場をのぞかせていただき、脚本・

演出の待山さんにお会いし、危険運転致死傷罪と、強制性交

等致死傷罪の二つの作品のお稽古をみせていただいた。

　そして本番は、先ほどの殺人罪。待山さんは脚本では佐藤佐

吉賞「最優秀脚本賞」をはじめ数々の賞をおとりになっていると

のことで、なるほど法曹の目から見ても立派な作品と感嘆した

次第である。

　私たち弁護士会も関与した司法制度改革、刑事手続きでは

裁判員裁判が実現した。国民の司法参加が今後も主権者国民

の間に定着して行くこと、そんなことにも役立ちそうな、観客参

加型のお芝居として十分に楽しませていただいた。

　次は、観客の裁判員でなく、情状証人役や贈収賄の被告人役等

をやってみたいものである。しかし妻からはきつく止められている。

　私の医学部時代の友人の著書
を紹介します。
　彼は、NHKの「プロフェッショナ
ル　仕事の流儀」で紹介された、大
腸内視鏡検査・治療のプロです。
陥凹型がんを早期発見して早期治
療することこそが大腸がんを撲滅
することになると、それまでの学会
の常識に挑戦し、そしてその治療
を実践してきました。
　彼は、通常20分はかかると言われる検査と治療を平均3分で正確
に実行します。陥凹型はそもそも見えにくいそうなのですが、私は彼
の研ぎ澄まされた集中力と常人を超えた独特の能力、例えばプロの
囲碁棋士には、盤面に黒石と白石を10個ずつおいた状況が瞬時に
判断できるような能力があるように、何か消化器の内壁を観察した
ときに極めて微少な凹凸が瞬時に判断できるような特殊な才能が
あるのではないかと思います。
　こんな彼は、世界を飛び回り、60カ国以上の大学や学会、病院で
講義や指導を行い、医師を育てる活動もしています。
　数多くの医学の論文を海外を含めて発表している彼が、全く別のジ
ャンルの人生の生き方について書いた本を幻冬舎から出版しました。
　先日行われた彼の出版記念パーティには私も駆けつけ、挨拶をさ
せていただきました
　彼の人生は、大樹に寄らず、自身の考えを一本道で貫くというとこ
ろから生まれています。タイトルに逆境とありますが、第三者から観
れば逆境と見える状況を、彼自身は逆境と感ずることもなく乗り切
ってきたと思います。
　そんなことで、この本の191～192ページに、学生運動に没頭した
同級生が医学部から法学部に入り直し、弁護士になったことが書か
れていますが、友人として私のことに触れてくれたことを感謝してい
ます。
　出版記念パーティで、私の挨拶中に、彼が急に壇上に上がり、私
のことを改めて出席者のみなさんにご紹介してくれました。
　彼の本の中に出てくる彼の四つの言葉を、弁護士である私に置き
換えてここに記して結びとしたいと思います。

①「医療とは患者さんのために存在する」
 「弁護士業務は依頼者のために存在する」
②「世界一の医療を提供する」
 「日本一の弁護士業務を提供する」
③「患者さんに驚きと感動を与える」
 「依頼者に驚きと感動を与える」
④「笑顔をモットーとする」（これは、医師と弁護士共通です）

逆境の中で
咲く花は美しい
昭和大学医学部特任教授
横浜市北部病院消化器センター長
工藤進英  著

幻冬舎  定価：本体1200円＋税

「神の手」を持つ医師は、
稀代のはみ出し者だった。

【a】
殺人罪の証人尋問「ゲネプロの一コマ」
本番は、傍聴席にも観客が並ぶ

【b】
証人尋問 小料理屋のおかみ
事務所の女優「岡本弘実さん」

【a】 【b】
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日弁連業務改革シンポジウム
東京大学本郷キャンパスで開催され、
私は三会実行委員会委員長を務めました。
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2015年の東京三会、大阪、愛知の各弁護士会
執行部のみなさんで、南紀白浜に旅行しました。

アドベンチャーワールドのパンダ

円月島

研修会の様子

開会の挨拶 樽開き

懇親会・マグロ解体ショー 実行委員会中心メンバーと事務局の
慰労会

シゲニー・イートンの
推薦図書＆出版記念パーティ

Web版「白い雲」
活動日誌より~2017年後半~

観客が裁判員として一緒に考える
裁判員裁判劇「汝、公正たれ」

春秋会会員委員会研修会
「一人事務所から始めて」
独立の際の留意点、経費共同事務所と収入共同事務
所の差異など、質問にも答えながらお話ししました。

工藤進英さん（左）と私
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　皆さま、新年にあたって何を願っていらっしゃいますか。
　私は、まず弁護士としては当然のことではありますが、依頼者
に対して、常に質の高い法的サービスを提供して参りたいと考えて
います。そのために、事務所の創設以来の歴史と未来に責任を
負う弁護士として、私と共に働く若い弁護士の法律事務に対して
も十分指導し、将来にわたって質の高い法律事務が提供できる
よう努力したいと考えています。
　また弁護士会や、弁護士政治連盟、その他の公益的な団体
の職務についても引き続き尽力して参ります。
　趣味の宝塚は、新しい年も、同好の皆さんとますます広く深く絆
を強めて活動して参ります。昨年末、星組の「ベルリン、わが愛」
という作品を観ました。舞台は第二次大戦前のドイツ、無声映画
からトーキーへと移り変わる中で、活動する映画人たち。そこへ忍
び寄る、プロパガンダとして映画を利用しようとするナチスの黒い影。
映画を愛し、大衆の文化としての映画を守ろうとする映画人たちの
戦い。作品は、そこで終わりますが、実際のドイツにはその先の歴
史があります。この作品の中でナチスへの協力者として登場する
映画人「レニ・リーフェンシュタール」、この実在する人物が、ナチス
の国威発揚映画、ベルリンオリンピックの「民族の祭典」等を作る
ところへと繋がって行くのです。
　新しい年、第二次大戦後の我が国の70年の平和的な文化の
自由な伝統が、ナチスドイツと軌を一にした戦前の日本に戻ることの
ないよう、私たち主権者国民が、深く、そして賢く考える年にしな
ければならないと思います。

「神威岬」PHOTO BY RIKU ITO

　私は、1980（昭和55）年に弁護士登録し、三年間、「山本忠義
法律事務所」～「山本・泉法律事務所」にお世話になりました。山
本忠義先生は、私の事務所在籍中に日本弁護士連合会の会長
に就任され、事務所を守る泉信吾先生を入れた事務所名となり
ました。
　泉信吾先生は、新潟県立高田高校の先輩であるとともに、私
の兄雅治の同級生です。泉先生は高校時代、私の家にも遊びに
来ましたので、まだ小学生だった私をはじめ、兄弟4人とも親交
があり、私のことを実の弟のようにかわいがってくれました。山本
忠義事務所に入ったのも泉先生の縁ですし、私が、その後弁護
士会の活動に積極的に参加するようになったのも、山本先生、
泉先生の縁です。
　また、私は学生運動を経験したことから、事件をやることを通
して、または事件と離れても、弁護士会活動や、社会的に意義の
ある活動をしたいと考えていましたが、事務所は全く自由な雰囲
気で何の束縛もなく、自由にさせていただきました。こんな雰囲
気の事務所で、事件処理も自由にやらせてもらったことが、今日
の私の弁護士魂の礎となったと思っています。
　事務所は、西新宿の京王デパートの真向かいにありました。入
所決定後、泉先生にちょっと京王へ行こうと連れられて、そこで
オーダーメードのかなり高級な生地でスーツを仕立ててもらうと
いうプレゼントをいただいたことを今でも覚えています。
　事務所は、山本先生、泉先生、寺島秀昭先生と4名でしたが、
いつも一緒に食事をしたり飲みに行ったりしていました。先輩と

一緒ですと、すべて先輩が持つという
風習で、銀座のクラブや新宿の料理
店など、かなりの無銭飲食の恩恵に
浴しました。
　今は、弁護士の世界でも、こんな風
習は薄れて来たのでしょうが、私はこ
の恩返しは少しでも後輩のためにと
いう思いでやっています。事務所はずいぶんと大きくなりました
ので同じようには行きませんが、事務所に入所した新人弁護士、
私の事件を担当している若手弁護士、あるいは弁護士会で活動
している後輩たちへ、その恩返しという意味で、時々食事会など
開催するようにしています。
　もし、この読者の中に、私の食事会で恩恵に浴した人がいた
ならば、泉先生にも感謝していただければ幸いです。
　この勤務弁護士時代に、いくつかの顧問会社ができました。
その一つに財閥系の不動産会社がありますが、その出発点は高
校の同級生の紹介から始まったものでした。
　そのような訳で、弁護士としての出発点も、この後独立する訳
ですが、その仕事の主要な柱も、もとを正せば、高校の先輩・同
輩・後輩という人の繋がりから生まれたものでした。
　今改めて、山本事務所の先輩、そして「弁護士になりました」と
いう高校の同級生に送った一通の挨拶状から復活した高校時
代の仲間たちとの交流に感謝しています。
　次回は「伊藤茂昭法律事務所」時代です。

編集後記 ： 『白い雲』は、伊藤茂昭法律事務所の開設と同時に創刊し、今年で 35 年目に入ります。当初
は B5 判でミニコミ誌のような内容でした。誌面には多くの知人・友人の方にも登場あるいは寄稿していただ
きました。今回、愛好会の若手弁護士のお二方に記事をお願いしました。再び、伊藤茂昭に関係してくださ
っている多くの方を繋ぐ冊子となれば、と思っています。また、事務所の歴史も、回を分けて振り返ってまい
ります。今後もご愛顧のほどよろしくお願い致します。　　  　　　　　　　　　　　編集人  伊藤真理子
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